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新しい生活

静岡 １班 10.18



学業視点

改善して欲しい点

・端末の支給 ・5Gの普及

・質問ができるようになってほしい

・wifiがない家は困る

・実習、実技ができない



コミュニケーションについて

改善して欲しい点

・設定のやり方、説明

・誹謗中傷の取り締まり

・承認機能の必要性

・肖像権の侵害を防ぐ

・悪質サイトのブロック



国への提言

・SNSを通じた会議や勉強の普及

タブレットの支給

実際に行っている内容をTVとかで共有する

・SNSの犯罪を防ぐための方法

誹謗中傷をする言葉を打てなくする機能をつける



国への提言

密の場所を教えてくれるアプリ

・開発

・インストールの強制
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1、学習におけるICTの活用について
2、コミュニケーションなど

静岡 2班 10.18



ハードウェアの格差
1,日大三島と浜松城北の通信機器の違い

日大三島 浜松城北

iPadの支給 有り(入学時に購入) 無し(学校所有で100台ほど)

アプリの使用 YouTubeで授業動画配信
ロイロノートで課題の配信

Zoomで体育の授業を行った
無し

日大三島は入学時に購入したiPadを使用する事で、

感染症対策をしながら授業を受けることができた。
浜松城北は特に何もしていない。



コミュニケーションなど

休校中のコミュニケーションについて

日大三島 浜松城北

・Zoomでのカリキュラムにホームルームの時間
や体育の授業が設けられており、友達と交流す
ることができた。
・1年生の時の友達と勉強について会話してい
た。(二年生の高橋さんの場合)

・臨時登校日が設けられており、クラスメイトと
会話をしたり、課題を提出したりということが可
能だった。
・趣味(ゲーム)を活用して交流することができた。
・SNSで同校の生徒を探して連絡した。



・ICTを活用できる環境に差がある。

(学習内容にも差ができてしまう)

・学校や個人でICTの活用に格差が生まれて、

それによってできるコミュニケーションにも格差が生まれてし
まう。

・学年によってもコミュニケーションにも差が生まれてしまう。
二年生の場合:1年生の頃の友達と交流できた。
一年生の場合:コミュニケーション以前に会った事がない。

国に求める提言
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SNSをうまく使うために

静岡 3班 10.18



SNSを使って何ができるの?

・わからないことを調べれる

・友達とのコミュニケーション

・音楽を聴ける

・娯楽ができる(ゲームなど)

・自分の意見が言える



SNSでの学習に関するデメリット

・多人数での会話では発言、質問がしにくいこと

・YouTubeやTikTokなどを使って学習しても、分か

らないことを直接質問出来ないこと

・学校によってオンライン授業が出来たり、出来な

かったりと差が出てしまうこと



SNSでのコミュニケーションについて

•デメリット

主に匿名での悪用利用による被害

例：誹謗中傷

ネット上への投稿やDM間での送信した

画像などから特定されるなどの被害



SNSで勉強をする上での改善点

・YouTubeを使った授業で先生に質問をする
ことが出来るようにする。

・Zoom（多人数）での授業で個人が発言出来る機会
を設ける。

・学校がオンライン授業をすることの出来る場を設
ける。



SNSでの改善点及び国への提言
・個人情報などを特定されにくくするためのガード
を硬くする

・時代に合った法律を作る

・一般教育として小学生のうちからSNSに関する授
業の日数を増やす



結局SNSとどう関わればいいの?

自分の身は自分で守る

やはりこれに限るZE★



自分の身を守るために

• 個人情報となり得るものを流さない

写真に制服や住所がわかる物が写らないようにする

• 自分が加害者にならないようにする

暴言を吐いたりしない

• 暴言を吐かれたからっていちいちくよくよしない

世の中にはいろんな人が居る


